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メモ: このドキュメントに含まれるガイダ

ンスは、2013 年 8 月時点でのリリースの

目標を反映したものです。詳細な仕様の提

示を意図したものではなく、また、個別の

シナリオや機能は、市場の動向とお客様の

要望に基づいて追加や修正を行い、優先度

を低下させる場合があります。 
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はじめに 
世界中の人々がソーシャル ネットワークでつながり、常に情報をやり取りできるようになった今日、

差別化された魅力的なカスタマー エクスペリエンスを提供することが、企業にとってこれまで以上

に重要となっています。Microsoft Dynamics CRM はそうした企業の取り組みを支援します。

Microsoft Dynamics CRM では、ユーザー エクスペリエンスを根本より見直し、シンプルかつ直観

的な操作で、だれもがすぐに情報を利用できるようにすると共に、必要な人やリソースとの広範な

結び付きを可能にしています。また、営業、マーケティング、カスタマー サービスに携わるすべて

のチーム メンバーの職務に対する情熱を新たにし、業務に個人の視点を取り入れて優れたカスタマ

ー エクスペリエンスの提供を実現することを目指します。 

 

リリース サイクルの迅速化への取り組みとして、現在複数のリリースの計画と開発を並行して行っ

ています。次にリリースされる Microsoft Dynamics CRM 2013 (オンプレミス) および Microsoft 

Dynamics CRM Online Fall ’13 (オンライン) に続いて、コード名 "Leo" および "Vega" のリリースを

予定しています。 

基本方針 
マイクロソフトは、ビジネス アプリケーシ

ョンのエクスペリエンスを再構築し、技術

革新を促進することを基本方針としていま

す。この取り組みにより、当社はビジネス 

アプリケーション領域、特に CRM へのマイ

クロソフト テクノロジの統合を強力に推し

進めています。また、能動性、生産性、遍

在性、および柔軟性の原則を徹底すること

で、基本方針の強化を図っています。これらの原則は、当社の開発投資の指針となります。 

 



Microsoft Dynamics CRM 2013 

リリース プレビュー ガイド 

 

 

 

 

4 
 

 

 

  

開発の重点領域 
Microsoft Dynamics CRM では、現代的かつ親しみやすく、魅力的なユーザー エクスペリエンスを提供す

る機能の開発に重点を置いています。特に重視しているのはユーザー業務への浸透であり、ユーザーが外

出中であるか社内にいるかにかかわらず、ビジネスの価値やチャンス、見通しを即座に把握できるような

アプリケーションおよびエクスペリエンスの構築に努めています。 

 

Microsoft Dynamics CRM 2013 および Microsoft Dynamics CRM Online Fall ’13 では、現代的かつシームレ

スで、デバイスに最適化されたエクスペリエンスを提供し、ユーザーの満足度の高いビジネス アプリケ

ーションを実現するべく取り組んでいます。今回のリリースではこうした目標を達成するため、次のよう

なテーマを掲げています。 

 

 
 

このドキュメントでは、Microsoft Dynamics CRM 2013 および Microsoft Dynamics CRM Online Fall ’13 に含ま

れる、上記のテーマにかかわる画期的な新技術および機能に焦点をあててご紹介します。 
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主な重点開発領域の概要 
以下のトピックでは、Microsoft Dynamics CRM 2013 および Microsoft Dynamics CRM Online Fall ’13 で重点的

に開発する領域について概要を示します。 

 

ユーザー エクスペリエンスの再考 

Microsoft Dynamics CRM のユーザー エクスペリエンスを刷新し、必要な情報すべてを 1 か所に表示できて、

迅速かつ円滑に、すぐに仕事に生かせるようにします。ポップアップが表示されることも、複数のアプリ

ケーションを切り替えることもなく、必要な情報をその場で入手し、すぐに用件を済ませることができま

す。 

これで、最も重要な業務、すなわち "お客様" に意識を集中できるようになります。 
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効率性の重視 

生産性を重視した新しいフォームを設計し、ユーザーが実際に業務に利用しやすいように、主要ビジネス 

データや関連する活動を表示するようにします。この新しいユーザー エクスペリエンスでは、わかりやす

くて一貫性のある簡単な方法でアクセスできるように情報が整理されています。必要な情報をすべて一度

に入手できるので、気が散ることもなく業務に集中できます。画面を 1 回タッチすると、上部から機能的

なナビゲーション メニューがドロップダウン表示されます。 

 

この新しいナビゲーション モデルにより、任意のレコードに一度のタッチ操作でアクセスできるようにな

ると共に、より重要なビジネス データの表示領域を広く保つことができます。 
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データ入力の簡略化 

常にたくさんの取引先と商談を抱え、社員には時

間がありません。生産性を維持し、目の前の業務

に集中できるようにするために、今回のリリース

では新しいデータ入力機能を導入します。簡易作

成機能は、入力するレコードの主要データ ポイン

トをキャプチャするために最適化されており、ユ

ーザーは任意のレコードを簡単に作成できるよう

になります。 

 
 

インライン編集可能グリッドは、商談、見積書、

発注書、請求書に製品の品目をすばやく入力、編

集する機能を提供します。ユーザーは、価格、数

量、割引といった製品の詳細を、フォーム上のグ

リッド内に直接入力できます。 

 

取引の利害関係者や営業チームのメンバーといっ

た、担当案件のキーパーソンの追跡と管理も行え

ます。インラインの検索機能と編集機能により、

レコードと関係のある担当者やそれぞれの役割を、

ひとめで簡単に把握できます。"新規" のレコード

を、検索画面内からインラインで作成することも

可能です。

 

顧客の概要情報 

CRM システムは、さまざまな関係性を基にし

て成り立っています。システムは、顧客とこの

ような関係を築くのに役立つべきです。今回の

リリースでは、画像を保存し、Microsoft Bing 

マップで場所を表示できるようにすることで、

CRM のパーソナラ

イズ機能を強化しま

す。画像は、新しい

属性種別を使用して 

CRM データベース

内に保存されます。

各エンティティは、

画像属性を１つ持つ

ことができます。こ

の属性は、レコード

に対して画像を 1 つ登録し、画像表示に対応し

たエンティティ フォームで表示できるように設

計されています。 

 

新しく導入されたクイック ビュー フォームで

は、関連したフォームに重要な顧客情報を表示

できるため、必要なときにいつでも顧客情報を

確認できます。 
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俊敏で卓越した業務プロセス 

プロセス ガイド機能が導入され、もうユーザーは行動に迷いません。これで、完了したアクション、プロ

セスの進捗、今後実行するべきアクションをいつでも確認できるようになります。また、ビジネス プロセ

スを迅速に作成/変更する機能を備え、市場の変化にも簡単に適応できます。 

 

 
 

簡単に修整して使えるプロセス テンプレートと、販売活動におけるコラボレーション機能の強化により、

業務効率を向上させます。プロセスの各段階にはわかりやすい説明があり、推奨される実施手順が明確に

示されます。ユーザーはプロセスを先に進めたり、前の段階に戻したりでき、それに応じて一連の手順が

新たに提示されます。 

 

ビジネス プロセスの完了までの手順が、このように斬新かつ直観的な方法でわかりやすく提示されるため、

ユーザーは確実に目的の結果へとたどり着くことができます。これは、従来のトランザクション指向の 

CRM アプリケーションから、結果指向の、よりプロセスを重視しガイド性を備えたエクスペリエンスへの

転換の出発点だといえます。トランザクションから結果へ、計画的に重点の移行を図っています。 

 

業務の実施方法の刷新 

組織は各エンティティに対し、複数のプロセスを

定義できるようになります。役割に応じた固有の

プロセスの割り当てで既定のプロセスを設定した

後、より適切なプロセスがあれば、ユーザーが随

時切り替えることができます。各段階で必要な手

順を必須条件として指定すると、ユーザーはそれ

を完了するまで、プロセスを次の段階に進められ

なくなります。ユーザーにはそのことが通知され

るため、処理を進めるにはどの手順を完了するべ

きかがはっきりと認識できます。 

複数のエンティティでの展開 

1 つのプロセスは、見込み案件から見積もり、

発注へ、というように、カスタム エンティティ

を含む複数のエンティティで展開できます。こ

うしたプロセスの使い方は、目的の結果のコン

テキスト内で、ユーザーが複数のレコードを操

作する場合に役立ちます。この新しいアプロー

チにより、CRM の焦点は、従来のレコードおよ

びリストから、検証可能な結果へと変化します。 
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構成作業の簡略化 

ポイント アンド クリック操作によるシンプルなプロセス設計ツールにより、きわめて複雑な業務プロセス

でも簡単にモデルを作成できます。また、プロセスは簡単にパッケージ化し、システム間でエクスポート

およびインポートが可能です。 

 

今回のリリースには、すぐに使用できる営業/カスタマー サービス用の業務プロセスが組み込まれているほ

か、簡単にインストールできるサンプル プロセス1 も用意されています。こうしたプロセスは、営業、サー

ビス、およびマーケティングの一般的なシナリオに対応しており、常に一貫した手順に従って顧客に応対

するのに役立ちます。 

 

こうした業務プロセスを活用して、電話や電子メールによるキャンペーンを実施し、ターゲット マーケテ

ィング用のリストを作成し、サービス案件に対処するほか、各種予定のスケジュール調整、製品のアップ

セル、発注の増大に役立てることもできます。 

 

 
 

さらに、Dynamics Marketplace では、ダウンロード可能な業務プロセスのライブラリを提供する予定です。 

 
1 インストール可能なサンプル プロセスは、英語版のみの提供となります。 
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外出先での CRM の利用 

モバイル アプリケーションを使用すると、営業担当者はいつでもデータにアクセスし、チーム メンバーや

顧客と連絡を取ることができます。Windows 8 タブレットや iPad、携帯電話から CRM ソリューションに

アクセスできれば、名実ともに "スマートな" ツールが手に入ります。 

強力なタブレット アプリケーション 

タブレット端末用の Microsoft Dynamics CRM を使用すれば、どこにいても常に効率的に情報にアクセスで

きます。移動時間を利用して、iPad や Windows 8 タブレットを通じて顧客の最新情報にアクセスすれば、

準備万端で客先を訪問できるうえ、記憶の新しいうちに、メモ、タスク、連絡先、取引先企業、見込み案

件などの詳細を更新できます。オフライン表示用にデータがキャッシュされるため、ネットワークに接続

できない場合でも、引き続き主要データを閲覧できます。 
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シームレスなエクスペリエンス 

生産性を高めユーザー業務への浸透を促進するには、Web、クライアント、およびデバイス間で一貫した 

CRM エクスペリエンスを提供することが重要です。Dynamics CRM では、セールス プロセスがどの段階に

あるかを常に把握し、重要なタスクを簡単に完了し、プロセスを次の段階に進めて次に必要なアクション

を確認できます。組み込みの Skype 通話を使用すれば、いつでも顧客と連絡を取ることができ、デバイス

のネイティブ機能を通じ、使い慣れたツールやアクションを実行して業務を遂行できます。 
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対話型のビジネス インテリジェンス機能 

業務の迅速な処理に、対話型のチャートをご活用ください。チャート内をクリックして、セールス データを

分析すれば、最重要情報を特定してアクセスし、すばやく業務の見通しを立てることができます。 

  

 
1 度の設定変更ですべての展開に対応 

Dynamics CRM では、ビジネス要件が変わるたびにモバイル ソリューションを変更するための開発者を雇

う必要はありません。CRM の Web インターフェイス用に作成した構成定義は、タブレット アプリケーシ

ョンにもそのまま展開されます。Microsoft Dynamics CRM では、作成済みの構成定義を活用し、既存の 

Web フォームをタブレット用レイアウトに最適化します。クライアント側ロジックもサポートされるため、

モバイル デバイス上での充実したエクスペリエンスが実現されます。データはキャッシュされ、オフライ

ンでも表示できます。 
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タッチ操作に最適化された Phone アプリケーション 

ユーザーはさまざまな場所に移動します。また、多くのデバイスを所有し、各種デバイス間で一貫したエ

クスペリエンスの実現を求めています。こうしたモバイル化シナリオを支援するため、Windows 8、

Android、および iPhone をサポートする、タッチ操作対応の Microsoft Dynamics CRM の Phone アプリケ

ーションを提供する予定です。Phone アプリケーションのリリースは、CRM 2013 一般提供の後に予定さ

れており、一般提供の開始時点では利用できません。 

 

CRM データへのアクセス 

自分の携帯電話から、取引先担当者、取引先企業、潜在顧客、

営業案件、予定のほか、各種関連情報を確認できます。

Windows Phone は、オフライン作業とソーシャル アクティビ

ティ フィードの表示をサポートします。 

 

優れた操作性 

取引先担当者、タスク、メモ、および各種関連データの追加と

変更を行えるほか、デバイスのネイティブ機能を使用して、電

話をかけたりアドレス情報をマッピングしたりできます。 

 

エクスペリエンスのカスタマイズ 

エクスペリエンスのカスタマイズが可能なため、カスタム エン

ティティを設定して、Phone アプリに表示できます。 

タブレットに最適化された Web ブラウザー  

エクスペリエンス 

モバイル デバイスの Web ブラウザーから CRM にアクセスする

ユーザーのために、使用するデバイスに最適化された Web ブラ

ウザー エクスペリエンスを提供します。"流動的レイアウト" に

より、さまざまな画面の形状や解像度に応じて表示が調整 (横向

き、縦向き、1 ～ 3 段組みなど) されるため、最適な状態で情報

を閲覧できます。このブラウザー エクスペリエンスによって、

モバイル ワーカーがさらに柔軟に CRM データにアクセスでき

るようになります。 
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全社レベルのコラボレーション 

作業中のコンテキストにソーシャル テクノロジを埋め込み、コラボレーションを可能にすることで、営業

案件への対応、キャンペーンの実施、サポート案件の解決などについて、必要な担当者やリソースにすば

やくアクセスし、タイムリーに業務を進めることができます。 

コンテキストに組み込まれたソーシャル ツール 

Dynamics CRM では、最適な人に接触して、その場でタイムリーに必要な情報を入手可能です。エンター

プライズ レベルの機能を備えた Yammer を活用すれば、投稿についてチームのメンバー間ですばやくコメ

ントし合い、Microsoft Dynamics CRM (オンプレミス/オンライン) 内から直接、または Yammer から、コン

テキストに即したメッセージのやり取りを開始できます。Yammer を全社的に導入することで、CRM のラ

イセンスをもたないユーザーを含め、すべての関係者が Yammer を通じて会話に参加できます。 

 

 
 

ユーザーは、Microsoft Dynamics 内から直接ソーシャル ネットワーク上の会話に参加できます。また、

Yammer の Web/デスクトップ アプリケーションや、各種のモバイル  デバイス (マイクロソフトの 

Windows Phone、Apple の iOS デバイス、および Google の Android デバイス) 上で実行されるアプリを使

用して会話に参加することもできます。 
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サーバー側の同期 

場所や使用デバイスに関係なく、常に生産性を維持し、最新情報を入手することが可能になります。管理

者はサーバー側の同期機能により、電子メール、タスク、予定、および連絡先を、オンプレミスの CRM と 

Exchange の間で簡単に同期することができます。 

 

次の同期シナリオのサポートは、CRM 2013 一般提供の後に予定されており、一般提供の開始時点では利用

できません。 

 CRM Online と Exchange Online との間の、電子メール、タスク、予定、連絡先の同期 

 CRM Online または CRM 2013 (オンプレミス) と POP3/SMTP2 との間の電子メールの同期 

 

電子メール ルーターと Outlook クライアントを使用した同期も、引き続きサポートする予定です。 

 

スムーズなコミュニケーション 

同僚の状態をリアルタイムで確認しながら連絡を取ることができます。ソリューションに埋め込まれた3 

Microsoft Lync のプレゼンス機能を使用すれば、CRM から直接、電話やインスタント メッセージで同僚ま

たは顧客に連絡し、ビデオ会議も行えます。 

 

社員間や顧客との間のコラボレーションをシンプルに

し、業務への関与を円滑にするため、埋め込みの各種

コミュニケーション機能をご活用ください。ユーザー

は、電子メール アドレスをクリックすることで、既

定のメール プロバイダーを使用して電子メールを送

信できるほか、電話番号をクリックすれば、Lync ま

たは Skype を使用して、CRM Web フォーム4 からそ

のまま発信できます。通話を開始すると、CRM によ

って通話アクティビティが作成され、すばやく簡単に

通話メモを取ることができます。これで、顧客との距離はほんのワンクリックに縮まります。 

 

 

 
2 サポート対象の POP3/SMTP プロバイダーは、Gmail、Hotmail、Yahoo、MSN、Live、および Outlook.com です。 

3 統合された Lync のプレゼンス機能は、Microsoft Internet Explorer でのみ利用できます。 

4 通話機能を使用するには、デバイスに Lync または Skype のアプリケーションをインストールする必要があります。 
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プラットフォームの強化 

各種の強力なツールを活用して、会社に固有のビジネス要件を満たすカスタマイズが可能です。Microsoft 

Dynamics CRM を使用すれば、簡単にカスタマイズと構成が可能な俊敏性に優れたソリューション フレーム

ワークにより、ビジネス上の価値を迅速に実現することができます。Microsoft Dynamics CRM プラットフォ

ームは、データ モデルの定義から、統合された永続性、セキュリティ、API アクセス、ユーザー エクスペリ

エンス、および最新のオープン アーキテクチャに基づいたプログラミング パラダイムの提供まで広範囲に対

応した、宣言型のパラダイムを備えています。今回のリリースでは、オープンかつカスタマイズ性に優れ、

拡張可能なオンライン サービスの実現にさらに注力した開発成果のいくつかを、プラットフォームの機能に

採用する予定です。 

 

お客様主体のアップデート 

クラウドベースのテクノロジのメリットは、ビジ

ネス アプリケーションで利用可能な、最新のテク

ノロジをいち早く活用できる点です。このように

新機能の迅速な入手が可能な一方で、システムの

準備やユーザーのトレーニングをするために、最

新機能へのアップデートを柔軟に行いたいという

ニーズもあります。Microsoft Dynamics CRM 

Online Fall ’13 では、アップデートの適用スケジュ

ールを柔軟に調整できるようになります。管理者

に製品内または電子メールでアップデート スケジ

ュールが通知されると同時に、スケジュールの変

更が必要な場合の変更方法も案内されます。確認

の電子メールは、更新日の 90 日前、30 日前、15 

日前、および 7 日前に送信されます。 

業務ルール 

開発者がいなくても、業務のルールに即した独自

のアクションを定義可能です。業務ルール機能の

シンプルな宣言型のインターフェイスを使用すれ

ば、一般的に使用される変更の多い業務ルールを

実装および管理し、Web アプリケーションとタブ

レット用 CRM の両方で、CRM フォーム (メインと

簡易作成 ) に適用できます。この機能により、

JavaScript コードを一切記述することなく、フィー

ルド値やフィールド要件レベルを設定し、フィー

ルドの表示/非表示を切り替えるほか、フィールド

を有効化/無効化したり、データを検証してエラー 

メッセージを表示したりできるようになります。 
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アクセス チーム 

スピード重視の現代のビジネス環境では、コラボ

レーションが重要になります。各営業チームは、

それぞれの営業案件に応じた固有の社内のグルー

プと協力する必要があります。従来のロールベー

ス セキュリティでは、こうした柔軟なコラボレ

ーションには対応できません。レコード ベース

のアクセス チームを使用すれば、レコードに対

してユーザーを追加して、アクセス権を付与でき

ます。アクセス チームは、レコードを所有する

ことなくアクセスすることができる、新しいタイ

プのチームです。レコードを所有するチームの場

合とは異なり、同じレコードについて作業する複

数のアクセス チームを作成し、レコードへのさ

まざまなアクセス権レベルを持つメンバーでチー

ムを構成できます。 

リアルタイムのワークフロー 

非同期ワークフローをサポートしていた既存のワ

ークフロー実行モデルが拡張され、リアルタイム 

(同期) ワークフローがサポートされるようになり

ました。リアルタイム ワークフローは、非同期

ワークフローのようにキューには格納されず、オ

ンデマンドまたは実行パイプラインによって処理

されるメッセージへの応答として、即座に実行さ

れます。リアルタイム ワークフローはデータベ

ース トランザクションの一部として実行され、

プラグインと同様の働きをしますが、Web アプ

リケーション ワークフロー デザイナーを使用し

て開発者以外が作成できます。開発者の皆様は引

き続き、コードを記述してリアルタイム ワーク

フローを作成可能です。 

アクション 

開発者は、アクションと呼ばれるカスタム メッセ

ージおよび関連付けられた要求/応答クラスを作成

することで、標準の Microsoft Dynamics CRM シス

テムの機能を拡張できます。アクションは、開発

者がビジネス プロセスを定義するための言語を拡

張する、新しいタイプのプロセスです。システム

が、Create、Update、Delete、Retrieve、Associate、

Assign といった主要メソッドを提供する一方で、

アクションではこうした主要メソッドを活用し、

より高度な表現が可能な、Escalate、Approve、

Route、Schedule といったメソッドを作成します。

ビジネス上の優先度の変化により、アクションの

定義を変更しなければならない場合、アプリケー

ション ワークフロー デザイナーを使用すれば、開

発者以外がアクションを編集できます。こうした

アクションは Web サービスの呼び出しを通じて利

用できるため、コマンド アクションを通じてアプ

リケーション内から使用するほか、外部アプリケ

ーションからも使用できます。 
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自動保存 

更新されたフォームはすべて、既定で自動保存が

有効化されるようになりました。自動保存が有効

化されると、フォームのコマンド バーに [保存] ボ

タンは表示されません。データを変更したレコー

ドは、30 秒ごと、または、ユーザーが新しいレコ

ードに移動すると、自動的に保存されます。この

自動保存処理は、システム設定によって組織レベ

ルで無効化するほか、コードを使ってフォーム レ

ベルで無効化できます。 

カスタム モバイル アプリケーションの 

有効化 

モバイル ワーカーが一般的となった今日、必要

な情報をその場で入手できるビジネス アプリケ

ーションが求められています。こうした強力なモ

バイル アプリケーションを柔軟に提供するため、

今回のリリースにはいくつかの拡張機能が導入さ

れ、RESTful かつモバイル/タブレット アプリケ

ーションでのサポートが容易な、OAuth プロト

コルに対応するようになりました。こうしたアプ

リケーションは、OAuth による認証を 1 回行え

ば、SOAP エンドポイントと REST OData エンド

ポイントをどちらでも使用できます。OData 

Web サービス エンドポイントは、外部のモバイ

ル アプリケーションおよびリッチ クライアント 

アプリケーションの認証機能を追加して強化され

ています。これまでの OData Web サービス エン

ドポイントは、Web リソース内で提供される、

認証済みのクライアント (スクリプト) コードの

みをサポートしていました。 

"信頼できるコンピューティング" に 

関する更新 

マイクロソフトは米国連邦情報処理標準  (FIPS 

140-2) に準拠することで、"信頼できるコンピュ

ーティング" に継続的に取り組んでいます。 

 

Microsoft Dynamics CRM では、サーバー側の同

期に対応した、Yammer や電子メール プロバイ

ダーといった各種サービスへのアクセスに使用さ

れる、CRM に登録された資格情報が暗号化され

ます。 

Office 2013 との互換性 

使い慣れた生産性向上ツール (Microsoft Outlook、

Word、Excel など) を通じ、CRM の機能を提供す

るという継続的な取り組みの一環として、

Microsoft Office 2013 との統合がサポートされま

す。Microsoft Outlook 2013 は、Outlook 用

Microsoft Dynamics CRM をサポートし、Outlook 

内から直接、コンテキストに応じた機能にアクセ

スできます。また、Microsoft Word 2013 では、

ドキュメントおよび電子メールと Word の統合を

サポートし、Microsoft Excel 2013 では、データ

を Microsoft Excel にエクスポートし、分析とレ

ポート作成を行える強力な機能がサポートされま

す。このように、マイクロソフトは引き続き、何

億人もの Microsoft Office ユーザーに対し、適切

なユーザー エクスペリエンスを提供できるよう

努力していきます。 
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まとめ 
マイクロソフトは CRM に関する強力なビジョンを掲げています。その確固たるビジョンとは、マイクロソ

フトのお客様である将来の市場を牽引する企業、つまり、先進的な考えを持ち、社員、パートナー、顧客

と、それぞれが必要とする人や情報とを、それぞれのデバイスやチャネルを通じて適切なコンテキストで

つなぐことのできるすべての企業に、ダイナミックなビジネス運営を実現していただくことです。

Microsoft Dynamics CRM 2013 を提供するにあたり、ダイナミックなビジネスのビジョンを達成するために、

強固なアプリケーションと卓越したエクスペリエンスの実現や、プラットフォームの強化と柔軟性向上に

継続して取り組んできました。 

 

Microsoft Dynamics CRM の開発に携われたことを、チーム一同、誠に光栄に思います。マイクロ

ソフトは今後も引き続き、Microsoft Dynamics CRM が提供する新技術や画期的機能に関する情報を皆様に

提供していきます。 

 
 

Microsoft Dynamics CRM チーム 

          

http://www.twitter.com/MSFTDynamics
http://www.facebook.com/msftdynamics
http://www.linkedin.com/groups?gid=2315754
http://www.youtube.com/user/msdyncomm
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Microsoft Dynamics は、統合された適応型ビジネス管理ソリューションから成る製品ラインです。貴社および社員の皆様が、確信を

持ってビジネス上の意思決定を下すためにご活用ください。使い慣れたマイクロソフト製ソフトウェアと同様の操作性を備え、こう

したソフトウェアとの連携性に優れた Microsoft Dynamics は、財務、CRM、サプライ チェーンに関するプロセスの自動化および合

理化に対応し、ビジネスの成功を支援します。 

 

米国およびカナダ: 1-888-477-7989 (フリー ダイヤル) 

上記以外の国: +1-701-281-6500  

www.microsoft.com/japan/dynamics 
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